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異分母分数の大きさを比べる活動を通して、同分母なら 単位分数のいくつ分かで比べられる｡」「
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・どのやり方でも、そろえてやっている。 ○ノートを書画カメラでテレビに映
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○デジタルコンテンツの活用について
子ども達にとって「わかる授業」を創り出すための方策として、私はデジタルコンテンツ（コンピ

ュータを利用した教育用コンテンツ）を教材としてよく活用している。液晶プロジェクターを使って
黒板のスクリーンに拡大表示する場合とテレビに映す場合がある ［下図参照］。

教師が提示する活用スタイル 児童生徒が提示する活用スタイル
，教師がデジタルコンテンツを提示するこ 児童生徒が自分の考えや意見を発表する際

とで，学習課題を掴ませたり，学習内容を デジタルコンテンツを提示しながら分かりや
理解させたりするための活用スタイルです すく伝えるための活用スタイルです。。

・書画カメラで児童のノートを投影し、考えを説【算数でよく使うコンテンツ】
・算数ワールド○年（文溪堂） 明する。
・フラッシュコンテンツ（ネット上にある物）
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